
～第 10回　おゆうぎ会～

　２月 13 日、レ・コード館で認定こども園ド・レ・ミの『第

10 回おゆうぎ会』 が開かれました。

　今年はコロナ禍のため、 各組ごとに時間をずらし実施さ

れ、今年最後となるめろん組 （５歳児） の演目 「ＴＨＥショー

タイム」 では、 父母が見守る中、 練習の成果を舞台いっ

ぱいに披露し、 大きな拍手が沸き起こりました。
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～子供たちにより良い
教育環境を提供するために～

新
冠
町
小
中
学
校

適
正
規
模
・
適
正
配
置
基
本
計
画

　

全
国
的
に
少
子
化
が
進
む
中
、
新
冠
町
で
も
町
内
小
中
学
校

の
児
童
生
徒
数
の
減
少
が
顕
著
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
児
童
生
徒
数
の
推
移
に
よ
る
教
育
環
境
へ
の
影
響
や

校
舎
の
老
朽
化
な
ど
の
状
況
を
総
合
的
に
判
断
し
、
本
町
が
目

指
す
教
育
の
実
現
の
た
め
、『
新
冠
町
小
中
学
校
適
正
規
模
・

適
正
配
置
基
本
計
画
』
を
策
定
し
ま
し
た
。

町
立
学
校
あ
り
方
検
討
委
員
会

　

少
子
化
に
よ
る
児
童
生
徒
数
の
減
少
及

び
学
校
施
設
な
ど
の
老
朽
化
な
ど
に
鑑
み
、

将
来
的
な
学
校
環
境
整
備
を
進
め
る
に
あ

た
り
、
新
冠
町
立
学
校
あ
り
方
検
討
委
員

会
を
設
置
し
、
「
新
冠
町
立
小
・
中
学
校
の

将
来
を
見
据
え
た
学
校
の
あ
り
方
」
に
つ

い
て
答
申
を
受
け
ま
し
た
。

○
答
申
項
目

▼
町
立
学
校
の
適
正
規
模

▼
町
立
学
校
の
適
正
配
置

▼
町
立
学
校
の
施
設
整
備

▼
町
立
小
・
中
学
校
の
再
編
整
備
の
検
討

に
関
し
て
配
慮
す
べ
き
事
項

▼
新
し
い
学
校
づ
く
り
に
向
け
た
留
意
事
項

　

基
本
計
画
に
基
づ
く
学
校
規
模
の
適
正

化
は
、「
新
冠
町
立
学
校
あ
り
方
検
討
委
員

会
」
の
答
申
を
踏
ま
え
、
児
童
生
徒
へ
の

教
育
効
果
を
最
大
限
に
考
慮
し
、
適
正
規

模
の
学
習
集
団
を
編
成
し
、
そ
の
機
能
を

発
揮
で
き
る
教
育
環
境
を
創
出
す
る
こ
と

を
基
本
と
し
ま
す
。

○
計
画
期
間

　

全
体
計
画
を
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
12

年
度
ま
で
の
10
年
間
と
し
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
か
ら
令
和
７
年
度
ま
で
の

前
期
と
令
和
８
年
度
か
ら
令
和
12
年
度
ま

で
の
後
期
に
分
け
、
前
期
は
規
模
の
適
正

化
に
関
す
る
内
容
を
、
後
期
は
適
正
配
置

に
関
す
る
内
容
と
し
て
本
計
画
を
策
定
し

て
い
ま
す
。

○
計
画
対
象
校

　

対
象
校
は
、
新
冠
小
学
校
、
朝
日
小
学
校
、

新
冠
中
学
校
と
し
て
い
ま
す
。
小
学
校
２

校
に
お
い
て
、
児
童
数
に
不
均
衡
が
生
じ

て
い
る
状
況
、
さ
ら
に
、
学
校
施
設
が
老

朽
化
し
て
い
る
状
況
か
ら
、
町
内
３
校
を

対
象
校
と
し
て
い
ま
す
。

●
教
育
委
員
会
管
理
課
管
理
グ
ル
ー
プ

☎
０
１
４
６-

４
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２
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４
７

基
本
方
針

○
基
本
計
画
の
基
本
的
な
考
え
方

　

少
人
数
・
僅
少
差
学
級
の
解
消
を
第
一

と
し
、
一
貫
教
育
の
実
現
を
中
心
に
、
施

設
老
朽
化
に
も
配
慮
し
た
教
育
環
境
の
改

善
を
図
り
ま
す
。

※
僅
少
差
学
級
と
は
、
学
級
編
制
基
準
の

上
限
人
数
よ
り
も
わ
ず
か
に
少
な
い
人
数

の
学
級
で
、
一
般
的
に
は
40
人
に
近
い
人

数
と
な
る
。

○
前
期
計
画
（
令
和
３
～
７
年
度
）

　

人
口
の
将
来
推
計
を
考
慮
し
、
義
務
教
育

環
境
の
改
善
を
図
る
た
め
、
新
冠
小
学
校
と

朝
日
小
学
校
を
新
冠
小
学
校
に
統
合
し
た
上

で
、
施
設
改
築
の
構
想
に
着
手
し
ま
す
。

　

ま
た
、
一
貫
教
育
の
必
要
性
に
鑑
み
、
交

流
学
習
や
合
同
研
修
を
通
し
て
推
進
を
図
る

と
と
も
に
、
施
設
の
構
想
に
つ
い
て
も
、
一

貫
教
育
を
考
慮
し
た
も
の
と
し
ま
す
。

○
後
期
計
画
（
令
和
８
～
12
年
度
）

　

人
口
の
将
来
推
計
、
施
設
の
老
朽
化
状

況
、
財
政
状
況
を
考
慮
し
、
計
画
最
終
年

度
の
完
成
を
目
指
し
、
新
冠
中
学
校
の
改

築
計
画
を
進
め
る
と
と
も
に
、
後
年
次
の

小
学
校
改
築
計
画
を
具
体
化
し
ま
す
。

　

ま
た
、
前
期
計
画
で
の
一
貫
教
育
の
取

り
組
み
を
踏
ま
え
、
よ
り
具
体
的
な
取
り

組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、
一
貫
教
育
の

実
践
に
適
し
た
建
築
計
画
と
し
ま
す
。

基
本
計
画
の
具
体
的
内
容

　

保
護
者
、
地
域
住
民
、
議
会
を
含
め

た
関
係
者
・
関
係
機
関
に
対
し
丁
寧
な

説
明
を
行
い
、
理
解
と
協
力
を
得
て
進

め
る
こ
と
と
し
ま
す
。

　

１
月
19
日
か
ら
２
月
４
日
ま
で
の
間

合
計
９
回
に
わ
た
り
、
町
内
各
会
場
で

『
新
冠
町
小
中
学
校
適
正
規
模
・
適
正
配

置
基
本
計
画
保
護
者
地
域
説
明
会
』
を

開
催
し
、
計
画
の
内
容
を
保
護
者
、
地

域
の
方
々
に
説
明
し
、
意
見
交
換
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

基
本
計
画
の
進
め
方

今
後
の
取
り
組
み

　

基
本
計
画
に
基
づ
き
、
統
合
計
画
を

策
定
す
る
と
と
も
に
、
改
築
の
具
体
化

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

総
合
計
画
に
つ
い
て
も
、
基
本
計
画

と
同
様
に
保
護
者
、
地
域
の
方
々
に
説

明
し
、
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

町立小学校の児童数の推移と将来推計

年度 学校名 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特別支援 合　計

令和２年度

（10月１日現在）

新冠小学校
児童数 41  41 39 37 28 45  8 231

学級数  2  2  2  1  1  2 10

朝日小学校
児童数  4  3  4  6  7  4  4 28

学級数 1 1 1  3

児童数合計 45 44 43 43 35 49 12 259

※合計は特別支援を除く数

町公式ホームページ

『小中学校適正規模

適正配置基本計画』

※令和２年10月１日現在の住民基本台帳に基づき令和８年度児童数を推計
※複式学級は網掛けにし、学年の仕切り線を削除

年度 学校名 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特別支援 合　計

令和８年度

（見込み）

新冠小学校
児童数 22 27 36 39 25 38 187

学級数  1  1  2  2  1  1   8

朝日小学校
児童数  9  6  9 10 10  8  52

学級数  1 1  1  1  1   5

児童数合計 31 33 45 49 35 46 239

児童数増減（合計） ▲14 ▲ 11  2  6  0 ▲ 3 ▲ 20

町立小・中学校の施設・設備の状況

※平成 29年３月新冠町公共施設等総合管理計画より

施設名 設置年 経過年数 耐用年数 老朽度 耐用年数までの年数

新冠小学校
校舎 1977（S52） 42 47  83％     5

体育館 1975（S50） 44 47  87％     3

朝日小学校
校舎 1981（S56） 38 47  74％     9

体育館 1982（S57） 37 34 100％ △  3

新冠中学校
校舎 1973（S48） 46 47  91％     1

体育館 1974（S49） 45 34 124％ △ 11

P2  広報にいかっぷ　2021.3 広報にいかっぷ　2021.3 P1



一般会計　各財政指標の推移

元年度
全道町村平均

87.2

 9.3

 4.6

元年度
管内平均

90.6

 9.1

38.8

元年度

89.3

 7.1

 6.0

30 年度

92.7

 7.3

 7.9

29 年度

86.6

 8.5

 2.8

28 年度

82.5

10.6

 6.2

27 年度

83.5

11.5

 5.7

区　　分

　　経常収支比率

　　実質公債費比率

　　将来負担比率

支出の内訳

前年比増減率

1.9

102.6

△  2.2

△ 20.0

△  1.5

168.5

△ 13.0

△  6.5

4.3

△ 78.1

△  1.8

15.3

決算額

7333 万円

15 億 1154 万円

９億 8366万円

４億 3853 万円

４億 9002 万円

３億 8194 万円

３億 4875 万円

２億 2465 万円

８億 826 万円

555万円

７億 7052 万円

60 億 3675 万円

区　分

議会費

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

災害復旧費

公債費

合　計

特別会計決算

決算額

２億8828 万円

２億 8376 万円

１億 7413 万円

１億 7308 万円

９億 4391 万円

９億 2248 万円

7658 万円

7637 万円

３億 3341 万円

３億 2611 万円

４億 6050 万円

４億 3046 万円

22億 7681 万円

22億 1226 万円

6455 万円

区　分

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

差引繰越額

簡易水道事業特別会計

下水道事業特別会計

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護サービス特別会計

国民健康保険診療所

事業特別会計

合　計

歳入の内訳

前年比増減率

△ 0.3

△ 47.2

△ 41.9

217.5

4.3

△ 12.5

1.9

2.7

126.6

141.7

△  2.2

2.2

5.7

23.9

16.8

決算額

７億 1480 万円

２億 2435 万円

8073 万円

４億 5297 万円

１億 1957 万円

１億 5612 万円

17億 4854 万円

26億 3968 万円

７億 4242 万円

６億 3668 万円

２億 2316 万円

7984 万円

１億 4068 万円

44億 6246 万円

62億 1100 万円

区　分

町　税

繰入金

繰越金

諸収入

使用料手数料

その他

小　計

地方交付税

町　債

国庫支出金

道支出金

地方譲与税

その他

小　計

    合　計

自
主
財
源

依
存
財
源

町税の内訳

前年比増減率

2.3

△  0.7

△  2.5

5.3

1.1

0.1

△  0.3

決算額

２億 6769 万円

5492 万円

３億 3276 万円

1617 万円

2889 万円

1437 万円

７億 1480 万円

税　目

個人町民税

法人町民税

固定資産税

軽自動車税

町たばこ税

入湯税

合　計

令
和
元
年
度　

決

算

報

告

　

令
和
元
年
度
の
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
決

算
が
、
令
和
２
年
12
月
15
日
か
ら
開
か
れ
た
第

４
回
定
例
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
ま
ち
の
家
計
簿
で
あ
る
令
和
元

年
度
決
算
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

財
政
の
健
全
化
を
判
断
す
る
各
財
政
指
標
に

お
い
て
は
、
地
方
交
付
税
な
ど
の
依
存
財
源
の

増
減
に
よ
り
左
右
さ
れ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、

継
続
し
て
効
率
的
な
財
政
運
営
を
執
り
進
め
て

き
た
結
果
、
い
ず
れ
の
財
政
指
標
も
健
全
化
を

示
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
は
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
光
回
線
整
備
事

業
を
行
う
と
と
も
に
、
少
子
化
対
策
と
し
て
、

子
育
て
支
援
の
充
実
の
た
め
、
妊
婦
期
・
出

産
時
支
援
事
業
の
拡
大
な
ど
、
子
育
て
世
帯

の
経
済
負
担
軽
減
事
業
を
行
い
、
ま
た
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
た
め
、
寿
バ
ス

事
業
の
対
象
年
齢
を
引
き
下
げ
、
事
業
の
拡

充
を
行
い
ま
し
た
。

歳
入
に
つ
い
て

　

歳
入
の
決
算
額
は
、
62
億
１
１
０
０
万

円

で

前

年

度

決

算

額

と

比

較

し

て

８
億
９
３
４
０
万
円
、
16
・
８
％
の
増
と

な
り
ま
し
た
。

　

町
税
の
収
納
率
は
、
調
定
額
に
対
し
て

99
・
２
％
（
前
年
度
99
・
２
％
）
で
、
前

年
度
と
同
率
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま

た
、

町

税

の

収

入

未

済

額

は

５
３
８
７
万
円
、
不
能
欠
損
処
分
と
し
て

整
理
し
た
も
の
は
１
９
１
万
円
で
、
こ
れ

ら
収
入
未
済
額
の
合
計
額
は
５
５
７
８
万

円
の
決
算
と
な
り
、
前
年
度
と
比
較
し
て

１
１
０
５
万
円
、
16
・
５
％
減
少
し
ま
し
た
。

歳
出
に
つ
い
て

　

歳
出
の
決
算
額
は
、
60
億
３
６
７
５
万

円
で
、
前
年
度
決
算
額
と
比
較
し
て
、

７
億
９
９
８
８
万
円
、
15
・
３
％
の
増
と

な
り
ま
し
た
。

　

執
行
率
で
は
、
予
算
現
額
に
対
し

96
・
９
％
（
前
年
度
98
・
９
％
）
で
、

１
億
９
２
８
６
万
円
の
執
行
残
が
生
じ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
額
に
は
、
翌
年
度

へ
の
繰
越
明
許
費
と
し
た
事
業
の
繰
越
額

１
億
３
６
０
９
万
円
を
含
ん
で
お
り
、
こ

れ
を
除
い
た
執
行
残
は
、
５
６
７
７
万
円

と
な
り
ま
す
。

　経常収支比率について、令和元年度決算では、

町税や普通交付税などの経常一般財源収入は 34

億 5433 万円、経常一般財源支出は 30 億 8535 万

円となり、経常収支比率は 89.3％（収入から臨

時財政対策債を除いた収支比率は 91.9％）とな

ります。経常収支比率を前年と比較すると 3.4 ポ

イントの減となりました。

　この状況を家計に置き換えると、給料や事業収

入で得た家計収入のうち、住宅ローン、教育費、

光熱水費など、既に決まっている支出が約９割あ

り、残りの約１割が手元に残り自由に使えるお金

ということになります。

○基金残高（貯金）

　令和元年度決算における一般会計の基金残高は17億 5642

万円。

　平成30年度の決算残高と比べて1364万円減少となりまし

た。令和元年度については、交付税の増額などにより、昨

年度と比べ財政調整基金の取り崩しが減少しています。

　町民１人当たりの貯金額　　32 万４千円

　（令和２年３月末の人口で算出）

○地方債残高（借金）

　令和元年度決算における一般会計地方債（元金）残高は

57億 7521万円。平成 30年度の決算残高と比べて 624万円

増加しました。（内実質負担額16億 1383万円）

　町民１人当たりの借金額　　　　29万８千円

　（令和２年３月末の人口で算出）

一般会計　　　項目別内訳

基金残高と地方債残高

（各項目の％は構成比）

町税11.5％

諸収入
7.3％

使用料
手数料
1.9％

繰越金
1.3％

繰入金3.6％

その他
 2.5％

その他2.2％
議会費1.2％

総務費
25.0％

民生費16.3％

教育費13.4％

公債費
12.8％

国庫支出金
10.3％

地方譲与税1.3％

道支出金3.6％

町債
12.0％

土木費
5.8％

消防費
3.7％

災害
復旧費
0.1％

衛生費
7.3％

商工費
6.3％ 農林

水産業費
8.1％

地方交付税42.5％

自主財源
　  28.1％

依存財源71.9％

歳入
62億1100万円

歳出
60億3675万円
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２
月
５
日
、
レ
・
コ
ー
ド
館

で
『
基
本
操
作
か
ら
学
ぶ
ス
マ

ホ
写
真
教
室
』
が
開
か
れ
、
９

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
㈱
ノ
ー
ド
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
ス
（
浅
川
和
基
社
長
）
の

足
立
玲
子
さ
ん
ら
３
名
を
講
師
に

招
き
、
参
加
者
は
用
意
さ
れ
た
花

や
料
理
、
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
な
ど

の
き
れ
い
に
見
せ
る
写
真
の
撮
り

方
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ア
プ
リ
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
に
写
真
を
載
せ
る
方

法
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

新
冠
町
女
性
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
議
主
催

自
前
の
ス
マ
ホ
で
楽
し
く
写
真
撮
影

ま ち の

話 題
あ れ こ れ

　

２
月
28
日
、
節
婦
地
区
か
ら
西
泊

津
地
区
に
移
転
し
た
「
に
い
か
っ

ぷ
ホ
ロ
シ
リ
乗
馬
ク
ラ
ブ
」
の
落

成
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
町
議
会
の
荒
木
正
光

議
長
、
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
今
村
裕

会
長
、
町
乗
馬
連
盟
の
長
浜
和
也
会

長
ら
関
係
者
20
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

鳴
海
町
長
は
、「
こ
の
日
を
迎
え
る

こ
と
が
出
来
た
の
は
、
携
わ
っ
た
建

設
業
者
の
皆
さ
ま
を
始
め
、
関
係
各

位
の
多
大
な
お
力
添
の
お
か
げ
」
と

感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

高
規
格
道
路
延
伸
に
よ
る
移
転

乗
馬
ク
ラ
ブ
新
施
設
つ
い
に
完
成

　

２
月
18
日
、
役
場
会
議
室
で
日
高
信
用
金
庫

と
新
冠
町
は
「
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
包
括
連

携
協
定
」
と
「
高
齢
者
等
弱
者
の
地
域
見
守
り

活
動
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

包
括
連
携
で
は
、
地
方
創
生
の
推
進
や
地

域
経
済
の
活
性
化
、
観
光
産
業
の
振
興
、
災

害
時
の
対
策
な
ど
、
相
互
に
協
力
し
効
果
的

な
事
業
展
開
を
行
う
こ
と
、
見
守
り
活
動
で

は
、
高
齢
者
宅
な
ど
で
異
変
を
察
知
し
た
場

合
に
は
、
警
察
や
町
に
連
絡
し
孤
独
死
な
ど

を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

日
高
信
金
の

南
末
美
専
務
理

事
は
「
日
高
管

内
は
人
口
減
少

が
続
き
地
域
経

済
の
活
性
化
が

不
可
欠
で
あ
る

た
め
、
地
域
密

着
型
の
一
層
の

強
化
に
よ
り
貢

献
し
協
力
し
て

行
き
た
い
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

日
高
信
金
と
協
定
締
結

包
括
連
携
と
見
守
り
活
動

　

２
月
12
日
、
新
冠
町
農
協
会
議
室
で
新
冠

町
軽
種
馬
生
産
振
興
会
（
守
矢
正
嗣
会
長
）

に
よ
る
令
和
２
年
の
町
内
生
産
重
賞
レ
ー

ス
優
勝
馬
表
彰
式
が
開
か
れ
、
中
央
・
地
方

競
馬
の
優
勝
馬
16
頭
９
牧
場
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
鳴
海
町
長
か
ら
無
敗
で
牡
馬

ク
ラ
シ
ッ
ク
３
冠
の
偉
業
を
達
成
し
た
コ
ン

ト
レ
イ
ル
号
（
字
美
宇
㈱
ノ
ー
ス
ヒ
ル
ズ
生

産
）
に
対
し
、
そ
の
栄

誉
を
た
た
え
、
表
彰
状

が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

重
賞
レ
ー
ス
優
勝
馬

表
彰
授
与
式

　

東
京
都
で
開
か
れ
た
『
第
11
回

日
本
バ
ッ
ハ
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大

会
』
で
金
賞
を
受
賞
し
た
、
新
冠

小
学
校
３
年
生
の
若
林
樹
さ
ん
が

２
月
26
日
、
鳴
海
町
長
を
訪
れ
、

受
賞
の
喜
び
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

若
林
さ
ん
は
、
２
月
7
日
に
開

か
れ
た
全
国
大
会
で
、
小
学
３
・

４
年
生
Ｂ
部
門
（
１
１
５
名
参
加
）

に
出
場
し
、
見
事
金
賞
受
賞
（
金

賞
11
名
）
の
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま

し
た
。

バ
ッ
ハ
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
で
金
賞

若
林　

樹
さ
ん
が

鳴
海
町
長
を
訪
問

　

２
月
26
日
、
日
高
地
区
漁
協

青
年
部
連
絡
協
議
会
の
右
近
鉄

也
会
長
と
新
冠
支
所
の
関
口
隆

青
年
部
長
が
役
場
を
訪
れ
、
新

冠
町
の
学
校
教
育
に
活
用
し
て

ほ
し
い
と
図
書
カ
ー
ド
10
万
円

分
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
協
議
会
が
地
域

の
活
性
化
を
目
指
し
、
平
成
25

年
度
か
ら
漁
船
へ
積
込
し
熟
成

さ
せ
た
日
本
酒
を
販
売
し
て
お

り
、
そ
の
収
益
金
に
よ
り
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

日
高
地
区
漁
協
青
年
部
連
絡
協
議
会

日
本
酒
活
動
収
益
金
を
寄
贈

　

２
月
12
日
、
静
内
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
（
大
森
康
正
会
長
）
は
、

に
い
か
っ
ぷ
ホ
ロ
シ
リ
乗
馬
ク
ラ

ブ
の
移
転
オ
ー
プ
ン
を
記
念
し
、

掛
け
時
計
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
今
年
６
月
26
日
に
創

立
50
周
年
を
迎
え
る
静
内
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
の
記
念
事
業
の
一
環

と
し
て
行
わ
れ
、
山
口
俊
秀
創
立

50
周
年
実
行
委
員
長
が
役
場
を
訪

れ
、
鳴
海
町
長
に
目
録
を
手
渡
し

ま
し
た
。

静
内
ロ
ー
タ
リ
ー
が

50
周
年
を
記
念
し

ホ
ロ
シ
リ
乗
馬
ク
ラ
ブ
へ

時
計
を

寄
贈

　

令
和
２
年
10
月
に
行
わ
れ
た
「
第

47
回
秋
季
全
道
大
会
新
人
戦
」
で

見
事
優
勝
を
果
た
し
た
、
日
高
リ

ト
ル
シ
ニ
ア
に
所
属
す
る
新
冠
中

学
校
２
年
生
の
佐
藤
秀
斗
さ
ん
と

１
年
生
の
矢
野
朝
輝
さ
ん
が
、
鳴

海
町
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

選
手
を
代
表
し
て
佐
藤
さ
ん
は

「
全
国
大
会
で
は
、
両
親
や
応
援
し

て
く
だ
さ
る
多
く
の
方
々
に
対
す

る
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
全

力
で
プ
レ
ー
し
て
き
ま
す
」
と
意

気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

中
学
硬
式
野
球
全
道
大
会
優
勝

３
月
25
日
か
ら
全
国
大
会
へ

　

２
月
24
日
、『
新
冠
町
と
株
式

会
社
シ
ズ
ナ
イ
ロ
ゴ
ス
と
の
就

農
支
援
事
業
の
連
携
に
関
す
る

協
定
』
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
両
者
が
連
携
協

力
し
、
就
農
希
望
者
の
独
立
就
農

を
支
援
す
る
こ
と
で
、
不
足
す
る

地
域
農
業
の
担
い
手
を
確
保
し
、

農
業
の
振
興
と
発
展
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
お
り
、
当
町
の
新

規
就
農
が
更
に
促
進
さ
れ
、
地
域

農
業
の
振
興
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

㈱
シ
ズ
ナ
イ
ロ
ゴ
ス
が

農
業
支
援
員
へ

独
立
就
農
時
に
１
０
０
万
円
支
援

　

２
月
24
日
、
役
場
会
議
室
で

日
高
自
動
車
道
大
狩
部
ト
ン
ネ

ル
工
事
業
者
で
あ
る
鹿
島
・
宮

坂
Ｊ
Ｖ
（
鹿
島
・
宮
坂
特
定
建

設
工
事
共
同
企
業
体
）
に
対
し

鳴
海
町
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　

同
企
業
体
は
約
４
年
間
の
工

事
期
間
中
、
現
場
見
学
会
や
公

共
施
設
の
整
備
、
中
学
生
に
貫

通
石
の
お
守
り
を
寄
贈
す
る
な

ど
、
数
々
の
地
域
貢
献
活
動
に

積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

大
狩
部
ト
ン
ネ
ル
工
事
業
者

鹿
島
・
宮
坂
Ｊ
Ｖ
へ
感
謝
状
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ご寄附ありがとうございました。（敬称略）

●まちづくりに役立ててと

☆野尻　剛志	 （ドラムセット１台）

●学校教育活動に役立ててと

☆日高地区漁協青年部連絡協議会	

（図書カード100,000円分）

●老人ホーム「恵寿荘」で役立ててと

☆武岡　盛吉	 （30,000円）

☆藤原　則行	 （古布１箱）

☆木村　千鶴子	 （カット布２袋）

☆ボランティアグループちょぼら	 （古布２袋）

新冠町社会福祉協議会へ

●香典返しに代えて

☆的場　文子	 （50,000円）

☆村本　正男	 （50,000円）

☆小松　隆弘	 （50,000円）

☆中山　ヨシ子	 （30,000円）

●福祉事業に役立ててと

☆中地　広大	 （古布２袋）

☆田端　百合子	 （古布１箱）

☆村本　友子	 （古布４箱）

役場からのお知らせ
 － Niikappu Town Office Information －

　新冠町長の任期満了による選挙を下記のとお

り行います。

　町民の皆さんの声を、町政に反映する大切な

選挙ですので、忘れずに投票しましょう。

　また、投票所や投票時間については、後日届

く入場券をご確認ください。

○選挙期日　４月 25 日（日）

　投票日当日に投票所へ行けない方は、期日前

投票をしましょう。

○期日前投票

　４月 21 日（水）～４月 24 日（土）

・場　所　役場１階　１０１会議室

・時　間　午前８時 30 分から午後８時まで

●問い合わせ先

　新冠町選挙管理委員会

　☎ 0146・47・2111

　農地に住宅や農業経営に必要な施設を建設す

る場合、あるいは資材置場や道路など農地以外

にする場合には、北海道知事の許可を受けなけ

ればなりません。許可を受けずに建物を建設し

たり、許可の内容と異なることを行った場合は、

工事の中止、原状回復などの指導が行われ、改

善されない場合「農地法違反」として、懲役や

罰金が科せられます。

　農地転用には、他の法

令の許可も必要となるこ

とから、許可されるまで

に一定の期間を要します

ので、転用の計画がある

ときは、お早目に農業委

員会までご相談ください。

●問い合わせ先

　農業委員会事務局　☎ 0146・47・2472

新冠町長選挙のお知らせ 農地の転用について

健 康 カ レ ン ダ ー
（お問い合わせ先：保健福祉課　☎ 0146・47・2113）

月　日 時　間 事業名 場　所

３
月

18日（木） 13：00～16：30 フッ素塗布 レ・コード館

23日（火）
受付10：00～ 4・7・12 ヶ月児健康診査

レ・コード館
受付 13：00～ 1歳6ヶ月・3歳児健康診査

４
月

12日（月） 13：00～16：30 フッ素塗布 レ・コード館

27日（火）
受付10：00～ 4・7・12 ヶ月児健康診査

レ・コード館
受付 13：00～ 1歳6ヶ月・3歳児健康診査

　新型コロナウイルス感染症の状況により中止及び延

期する場合があります。

　また、その他の事業については開催が決定しましたら、

町政事務委託文書などでお知らせします。

　　　ペットの糞の後始末等について

　毎年雪解けとともに、町内の特定の場所で犬や

猫の糞が放置されているとの苦情が寄せられます。

　糞の後始末は飼主の責任で行うこととなってお

り、迷惑を掛けることがないようにしましょう。

　また、ペットは飼主の責任により一生涯面倒を

見る義務がありますので、入院や引っ越しなどの

事情でも対応できる頭数の飼育をしてください。

　場合によっては、動物虐待などで罰金刑となる場

合がありますので、飼主の責任を果たしましょう。

犬の登録と狂犬病予防注射について

　犬を飼った時は、町へ登録が義務付けられてい

ます。登録料は１頭３千円です。狂犬病予防接種

は毎年接種する義務があり、登録や予防接種をし

ていないと、20 万円以下の罰金に処せられるこ

ともあります。予防接種を受けていないと、人や

馬などを噛んだ場合、多額の賠償金を請求された

り、災害時に同行避難ができない状況になります

ので、必ず登録や予防接種を受けましょう。

野焼きについて

　許可なく野焼き（ドラム缶や小型焼却炉でのご

み焼却含む）をした場合は、５年以下の懲役若し

くは１千万円以下の罰金が課せられますので、絶

対にやめましょう。

　なお、例外として農家の火入れ ( 枯草焼き、稲

わら焼き ) などの野焼きは認めらています。火入

れを行うには、役場産業課への事前の届け出が必

要です。

ごみの不法投棄について

　ごみの不法投棄は犯罪です。例え私有地であっ

ても廃棄物処理法の適用により５年以下の懲役

もしくは１千万円以下の罰金が課せられます。

更に法人などの場合は、３億円以下の罰金が課

されます。

　町で定められたごみの

分別により適切に排出し

てください。

町民生活課からのお知らせ

●問い合わせ先　町民生活課町民生活グループ　☎ 0146・47・2112

子育て支援センターからのお知らせ

★おしゃべりルーム★
・期　日　①３月 18 日（木）10 時～ 11 時 30 分

　　　　 ②４月 22 日（木）10 時～ 11 時 30 分

・内　容　①『大人のリラックスヨガ』

　　　　　②『子どもの日制作』

・申し込み期間

　　　　　①３月 16 日（火）まで

　　　　　②４月 20 日（火）まで

・定　員　10 組（０歳～就学前）（①・②）

★チャイルドランド★
・期　日　４月 15 日（木）10時～11時 30分

・内　容　『のぼるおもちゃプレート』

・申し込み期間

　　　　 ４月 13 日（火）まで

・定　員　10 組（０歳～就学前）

※新型コロナウイルス感染症の状況により事業が

延期または中止になる場合があります。

●問い合わせ先：子育て支援センター　☎ 0146・47・4525

その1

確定申告等の申告・納付期限を延長します

　令和２年分の申告所得税、贈与税及び個人事

業者の消費税の申告・納付期限につきましては、

先般、国税庁より新型コロナウイルス感染症の

拡大防止の観点から、４月 15 日（木）まで延長

する旨の発表がありました。

 これに伴い、個人町民税

の申告期限も４月 15 日

（木）まで延長します。

○申告の受付・相談日程

　４月 15 日（木）まで

　※平日のみの受付・相談となります。

○受付時間

　午前９時～午後４時

●問い合わせ先

　税務課税務グループ

　☎ 0146・47・2115
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役 場 か ら の お 知 ら せ
 － Niikappu Town Office Information － その2

　　　北海道 179市町村応援大使招待観戦デー

　北海道日本ハムファイターズでは「北海道 179

市町村応援大使プロジェクト」企画の一環として、

2021 年応援大使市町村の皆さまを対象とした試

合観戦企画を実施しています。

　対象試合は４月２日（金）～４月 30 日（金）

の間に行われる９試合です。観戦希望の方は、下

記のＵＲＬまたはＱＲコードからお申し込みくだ

さい。

○パソコンからのお申し込み

　https://www.fighters.co.jp/expansion/10th/

hokkaido179/invitation/2021/form.html

○スマートフォン・携帯電話からのお申し込み

　ＱＲコードより申し込みフォームに

アクセスしてください。

○申込期間　３月 21 日（日）まで

○当落結果

　試合観戦日の一週間前を目処に、お申し込み時

にご登録いただいたメールアドレスに配信され、

当選者にはチケット（ＱＲ入場券）が配信されます。

※当落通知に関するお問い合わせはお受けできま

せん。

○その他　

　・応募多数の場合は抽選となります。

　・球場までの移動手段の手配並びに費用は各自

　ご負担となります。

　・新型コロナウイルス感染症の状況により中止

　となる場合があります。

北海道179市町村応援大使ジモトートコラボ企画

　３月 31 日（水）まで北海道 179 市

町村応援大使とジモトートのコラボ

レーション企画である、町限定のオ

リジナルジモトートの募集をしてい

ます。

　新冠町限定のオリジナルトートバックを製作

し、応援大使である谷口雄也選手と清宮幸太郎選

手の缶バッジなどを出資者へお届けします。

　スマートフォンやインターネット環境が無く申

し込みできない場合は、町で申し込みを取りまと

めますので、下記のとおり申し込みください。

○申し込みの流れ

①企画課窓口で申し込み。（申込書の記入と必要

口数の金銭受領）

②町から一括で発注。

③７月初旬に申し込みをした方へにお届け。

○申込期間

　３月 26 日（金）まで

○申込方法

　役場２階８番窓口企画課ま

でお越しください。

○持参するもの

　必要口数分の金額（１口 2,000 円）

　※３つ欲しい場合は 6,000 円となります。

●問い合わせ先：企画課企画広報統計グループ

　　　　　　　　　　　　　☎ 0146・47・2498

　　　　新型コロナウイルス感染症の影響を受けた中小

企業、小規模事業者及び個人事業者に対して、支

援金を交付しています。

○支援金　１事業所　２００，０００円

○支給対象者

　令和２年１月から令和２年 12 月までのうち、

ひと月の売上が前年同月比で 20％以上減少し、

かつ国が実施する持続化給付金の対象とならな

かった事業者

○対象事業所

　①町内に主たる事務所・事業所を有する中小企

　業・小規模事業者

　②町内に住民票を置く個人事業者

○申請期限　３月 31 日（水）まで

○その他

　詳細については下記までお問い合わせください。

●問い合わせ先：企画課商工労働観光グループ

　　　　　　　　　　　　　☎ 0146・47・2498

新型コロナウイルス感染症経営持続支援金の申請期限が迫っています

　

本
年
３
月
31
日
に
Ｊ
Ｒ
日
高
線

（
鵡
川
・
様
似
間
）
が
廃
止
さ
れ
る

こ
と
に
伴
い
、
４
月
１
日
か
ら
新

た
に
バ
ス
路
線
に
転
換
さ
れ
ま
す
。

　

転
換
後
の
バ
ス
ダ
イ
ヤ
に
つ
き

ま
し
て
は
、
現
在
運
行
さ
れ
て
い

る
道
南
バ
ス
や
列
車
代
行
バ
ス
の

利
用
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
、
一
体

的
に
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　

新
た
な
交
通
体
系
で
は
、
登
校

バ
ス
の
新
設
な
ど
最
大
の
利
用
者

で
あ
る
通
学
生
の
利
便
性
向
上
や

日
常
の
利
便
性
向
上
の
た
め
停
留

所
の
新
設
、
ま
た
、
新
規
バ
ス
車

両
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、
低
床
バ

ス
化
の
推
進
も
図
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

　

バ
ス
時
刻
表
は
現
在
、
バ
ス
事

業
者
に
お
い
て
北
海
道
運
輸
局
に

認
可
申
請
中
で
あ
り
、
認
可
は
3

月
中
旬
以
降
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
の
で
、
認
可
後
、
住
民
周
知
が

図
ら
れ
ま
す
。

　

バ
ス
転
換
に
お
け
る
交
通
体
系

の
主
要
事
項
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　静内高校などの登校バス新設や既存バスの高校乗

り入れなど、通学生の利便性向上が図られます。

①登校バスの設定

　静内高校関係

　「厚賀第一」７：１０発 →「静内高校」７:５２着

　「富川高校」６：３３発 → 「静内高校」７:５２着

　※時刻は現在、認可申請中のため、変更の可能性があります。

②接続で利便確保

　静内農業高校への通学のため、静内でスクールバス

　に接続されます。

○最大の利用者である通学生の利便性向上

　通院や買い物などの利便性向上のため、日

高管内で 10 か所の停留所が新設されます。

・新冠町内では、町コミュニティバスとの乗継

結節点として旧新冠駅前に「新冠農協前」が

新設されます。

○日常の利便性向上のため停留所新設

　えりも～苫小牧間を、様似で列車で乗り継いでいた時と

同様に３時間50分で結ぶ直行の特急バスが新設されます。

  ・愛称　特急とまも号 [予約制]　

  ・運行　ＪＲ北海道バス　　　・運行回数　１日１往復

  ・停車　えりも、様似、浦河、三石、静内、新冠、厚賀橋

　　　　 沼ノ端駅北口、職訓センター前、王子総合病院、苫小牧駅

○えりも～苫小牧間の特急バス新設

高規格
道路経由

（経路略）苫小牧駅 王子病院 沼ノ端駅 厚 賀 新 冠 静 内 えりも

9:20 着 7:52 7:38 7:28

14:00 発

9:11

14:02

8:51

14:22 15:21 15:35 15:45

5:30 発

17:50 着

降車のみ

乗車のみ

乗車のみ

降車のみ

　
　
　
　

 　
　
　

 

（
至 

新
ひ
だ
か
町
）

　
　

● 

新
冠
温
泉

　
　
　
　
　

(

静
内
・
平
取
線
）

　
　

● 

氷
川
神
社
前

●　

● 

新　

冠

　
　

● 

新
冠
農
協
前(

新
設
）

　
　

● 

新
冠
本
町

　
　

● 

新
冠
診
療
所
前

　
　

● 

高　

江

　
　

● 

新
冠
森
林
公
園
前

　
　

● 

東
節
婦

　
　

● 

節
婦
第
二

　
　

● 

節　

婦

　
　

● 

大
節
婦

　
　

● 

ト
ド
岩
高
原

　
　

● 

大
狩
部

　
　

● 

大
狩
部
第
二

　
　
　
　

(

至　

日
高
町)

えりも苫小牧
特急バス

路線バス

4
月
1
日
か
ら
の
「
え
り

も
苫
小
牧
特
急
バ
ス
」、

「
路
線
バ
ス
」
の
停
留
所

※
町
内
の
み

※新千歳空港への利便性も確保

・沼ノ端駅北口で、新千歳空港方面の道南

バスと乗り換えできます。

(浦河～新千歳空港の都市間バス「ひだか優

駿号」は、土日祝日のみの運行となります。）

日高線バス転換後の新たな交通体系について

※時刻は現在、認可申請中のため、変更の可能性があります。

申し込みはこちら
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O A・文具
リバティーはしもと

あなたの町のカー&ライフサポーター！！

TEL. (47)-2820

株式会社　伊藤商会

ココロも満タンに

新冠SS (47)-3830新和SS (47)-5011

温
や
降
水
量
な
ど
の
大
ま
か
な
傾

向
を
予
報
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
も
衣
替
え
や
観
光
・
レ

ジ
ャ
ー
な
ど
に
季
節
予
報
を
利
用

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

ほ
く
で
ん
は
、
新
冠
川
上
流
の

岩
清
水
ダ
ム
か
ら
河
川
に
放
流
す

る
場
合
、
川
の
中
や
近
く
に
い
る

人
に
対
し
、ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
「
上

流
ダ
ム
か
ら
の
放
流
開
始
と
安
全

な
場
所
へ
の
移
動
」
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
ダ
ム
放
流
の
お

知
ら
せ
を
聞
い
た
と
き
は
、
直
ち

に
安
全
な
場
所
に
移
動
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
岩
清
水
発
電
所
の
出
力

の
変
更
に
伴
い
、
発
電
に
使
う
河

川
水
の
量
を
増
減
さ
せ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
河
川
の

水
位
も
増
減
し
ま
す
の
で
、
川
の

中
や
川
の
近
く
に
行
か
れ
る
際
は

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

ほ
く
で
ん
静
内
水
力
セ
ン
タ
ー
土
木
課

☎
０
１
４
６
・
４
２
・
０
４
２
９

　

弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー
開
設
日

を
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　

利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

必
ず
、
事
前
に
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
開
設
日

３
月-

15
日
（
月
）
・
17
日
（
水
）

　
　
　

22
日
（
月
）
・
24
日
（
水
）

　
　
　

29
日
（
月
）・
31
日
（
水
）

４
月-

５
日
（
月
）
・
７
日
（
水
）

　
　
　

12
日
（
月
）
・
14
日
（
水
）

　
　
　

19
日
（
月
）
・
21
日
（
水
）

　
　
　

26
日
（
月
）
・
28
日
（
水
）

・
相
談
時
間　

13
時
～
15
時

・
予
約
受
付　

10
時
～
16
時
（
平
日
）

●
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

ひ
だ
か
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
４
６
・
４
２
・
８
３
７
３

日
高
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

　

北
海
道
警
察
官
採
用
試
験
情
報

○
受
験
資
格

・
Ａ
区
分　

学
校
教
育
法
に
よ
る

大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
。）
等

を
卒
業
し
た
方
（
令
和
４
年
３

月
末
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の

者
を
含
む
。）

・
Ｂ
区
分　

Ａ
区
分
以
外
の
方

（
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
校
在
学

中
の
方
を
除
く
。）

※
年
齢
～
Ａ
区
分
・
Ｂ
区
分
と

も
に
平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
16
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
者

○
採
用
予
定
人
員

・
男
性
Ａ
区
分　

１
２
５
名

・
女
性
Ａ
区
分　

40
名

・
男
性
Ｂ
区
分　

40
名

・
女
性
Ｂ
区
分　

15
名

○
受
付
期
間

　

４
月
２
日
（
金
）
17
時
30
分
ま
で

○
受
付
方
法

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
電
子
申

請
）
に
よ
る
お
申
込
み
（
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

○
試
験
日　

・
第
１
次
試
験

　

５
月
９
日
（
日
）

・
第
２
次
試
験

　

６
月
中
旬
～
６
月
下
旬

〇
１
次
試
験
地

　

札
幌
市
、
苫
小
牧
市
、
新
ひ
だ

か
町
な
ど

○
身
体
基
準

　

身
長
・
体
重
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん

●
お
問
い
合
わ
せ
先

静
内
警
察
署

☎
０
１
４
６
・
４
３
・
０
１
１
０

財
務
専
門
官
採
用
試
験
情
報

　

財
務
省
北
海
道
財
務
局
で
は
、

財
政
、
金
融
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
と
し
て
活
躍
す
る
財
務
専
門

官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

〇
受
験
資
格

・
１
９
９
１
年
（
平
成
３
年
）
４

月
２
日
～
２
０
０
０
年
（
平
成
12

年
）
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

・
２
０
０
０
年
（
平
成
12
年
）
４

月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
者
で
次
に

掲
げ
る
も
の

①
大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び

２
０
２
２
年
（
令
和
４
年
）
３
月

ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み

の
者

②
短
大
又
は
高
専
を
卒
業
し
た
者

及
び
２
０
２
２
年
（
令
和
４
年
）

３
月
ま
で
に
短
大
・
高
専
を
卒
業

す
る
見
込
み
の
者

〇
申
込
受
付
期
間

　

３
月
26
日
（
金
）
９
時
～

　

４
月
７
日
（
水
）
受
信
有
効
ま
で

〇
申
込
方
法

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
次
の
Ｕ
Ｒ

Ｌ
よ
り
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
j
i
n
j
i
-
s
h
i
k
e
n
.

go.jp/juken.html

〇
第
１
次
試
験
日

　

６
月
６
日
（
日
）

●
お
問
い
合
わ
せ
先

財
務
省
北
海
道
財
務
局
人
事
課
人
事
係

☎
０
１
１
・
７
０
９
・
２
３
１
１

　
　
　
　
　

（
内
線
４
２
５
２
）

　

季
節
予
報
と
は
、
天
気
予
報
や

週
間
天
気
予
報
の
よ
う
な
新
冠
町

で
は
「
明
日
は
晴
れ
る
で
し
ょ
う
。」

や
「
明
日
の
最
高
気
温
は
25
℃
で

す
。」
と
い
っ
た
予
報
で
は
な
く
、

１
か
月
予
報
で
は
、「
向
こ
う
１
か

月
間
は
曇
り
や
雨
の
日
が
多
い
。」

と
い
う
よ
う
に
、
期
間
の
大
ま
か

な
天
候
や
「
今
後
１
か
月
の
気
温

が
「
高
い
」
と
な
る
確
率
は
50
％

で
す
。」
と
い
う
よ
う
な
平
年
の
状

況
と
比
べ
て
「
低
い
（
少
な
い
）」、

「
平
年
並
」、「
高
い
（
多
い
）」
と

な
る
可
能
性
の
大
き
さ
を
確
率
で

発
表
し
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
「
今
年
の
夏
は
い
つ
も

の
夏
よ
り
も
暑
い
。」
と
い
っ
た
よ

う
な
「
い
つ
も
の
夏
（
平
年
）」
と

い
う
基
準
か
ら
ど
れ
く
ら
い
ず
れ

る
可
能
性
が
大
き
い
か
、
と
い
う

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
季
節
予
報
に
は
４
種
類

の
予
報
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
予
報
期

間
や
発
表
日
が
異
な
り
ま
す
。
１
か

月
予
報
は
毎
週
木
曜
日
に
、
３
か
月

予
報
は
毎
月
25
日
頃
に
、
向
こ
う
１

か
月
間
も
し
く
は
３
か
月
間
の
平

均
気
温
や
降
水
量
な
ど
の
大
ま
か

な
傾
向
を
予
報
し
ま
す
。
暖
候
期
予

報
は
２
月
25
日
頃
に
そ
の
年
の
夏

（
６
月
～
８
月
）
の
平
均
気
温
や
降

水
量
な
ど
の
大
ま
か
な
傾
向
を
、
寒

候
期
予
報
は
９
月
25
日
頃
に
そ
の

年
の
冬
（
12
月
～
２
月
）
の
平
均
気

せ

コ

ナ

ー

ー

知

お

ら

職
員
募
集
案
内
に
つ
い
て

ストップ・ザ・交通事故
～めざせ安全で安心な北海道～
　一人ひとりが交通ルールを守

り、思いやりのある交通マナーを

実践し、交通事故防止に努めま

しょう。

○交通安全運動の重点事項

　・子どもと高齢者の安全確保

　・飲酒運転の根絶

　・スピードダウン

　・シートベルトの全席着用

　・居眠り運転の防止

　・自転車の安全利用

　・安全意識の向上

●静内警察署　0146-43-0110

●新冠町交通安全推進委員会

●新冠町　　　0146-47-2112

すべての相談の
相談料が

無料で
す

季
節
予
報
に
つ
い
て

自衛官募集ホームページ

札幌地本イメージキャラクター モコちゃん

新
冠
川
上
流
ダ
ム
か
ら
の

放
流
時
の
お
知
ら
せ

～広告主募集中～
　１月あたりの広告料は、ホー

ムページが 10,200 円、広報誌

は 3,000 円となっています。

　詳しくは、担当まで。

●問合せ先：企画課広報統計係
　　　　　　☎ 0146・47・2498

～古布を集めています～

　ご自宅に古シーツや古着な

どの布製品がありましたら、

老人ホーム恵寿荘・新冠町社

会福祉協議会にご持参くださ

い。
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今月の一冊

胆振・日高の昭和
いき出版

　胆振・日高総合振興局管内４

市１４町の昭和時代に撮影され

た写真約６００枚を収録。

　新冠町の昔の市街地や学校・

駅舎、イベント開催時の様子な

ど、当時の懐かしい思い出がよ

みがえる写真も解説とともに掲

載されています。

新着ガイド
未来の自分に出会える古書店	 齋藤 孝

絶対に挫折しない日本史	 古市 憲寿

空気が支配する国	 物江 潤

患者の心得	 山本 健人

今すぐ作りたいビーズリング187点	 奥 美有紀

棚からつぶ貝  	 イモト アヤコ

ゴミ人間	 西野 亮廣

野村克也、「野村再生工場」を語る	 野村 克也

eスポーツビジネス	 中野 龍三

元彼の遺言状	 新川 帆立

聖女か悪女	 真梨 幸子

お探し物は図書室まで	 青山 美智子

推し、燃ゆ	 宇佐見 りん

チンギス紀 9 　日輪	 北方 謙三

夜間開館のお知らせ

アニマル号（移動図書館車）運行日程

毎週水曜日は、夜間開館日です。
夜８時まで開館しています。

15：05～ 15：35	 新冠小学校

15：40～ 15：55	 町民センター前（児童館）

16：00～ 16：30	 認定こども園ド・レ・ミ

12：45～ 13：10	 新冠中学校

11：00～ 11：15	 太陽郵便局

10：30～ 11：00	 おうるの郷

３月 12 日

17 日

18 日

25 日

私の夢は、ダンス

の先生です。理由

はダンスが大好き

でみなさんにもダ

ンスを好きになっ

てほしいからです。

松本　心虹

私の夢は、自分の趣

味にそった仕事に

つきたいです。理由

は好きなことを仕

事にして楽しくす

ごしたいからです。

吉野　蘭

私の夢は、看護師

です。理由は、病

気になっている人

などを助けたいか

らです。

渕瀬　悠来

私の夢は、ファッ

ションデザイナー

です。理由は、服

をかいたりするこ

とが楽しくて、好

きだからです。

柳澤　里奈

新冠小学校６年生です

ぼくとわたしの

夢

私の夢は、ホテル

マンです。理由は、

自分の力でお客さ

んを接客したいか

らです。

宮本　那智

　

昭
和
36
年
、
新
冠
は
人
口
が
１
万
人
を
超
え
、

「
新
冠
村
」
か
ら
「
新
冠
町
」
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
年
は
、
ち
ょ
う
ど
開
町
80
年
の
年
で
も
あ
り
、

記
念
祝
賀
パ
レ
ー
ド
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
石
碑
は
、
町
制
施
行
を
記
念
し
て
建
立

さ
れ
た
も
の
で
、
最
初
は
氷
川
神
社
の
境
内
に

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
23
年
に
開
町

１
３
０
年
・
町
制
施
行
50
年
を
迎
え
た
こ
と
を

機
に
、
記
念
碑
を
修
復
す
る
と
と
も
に
、
判
官

館
森
林
公
園
内
へ
と
移
設
し
、
除
幕
式
が
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
ち
ょ
う
ど
開
町
１
４
０
年
・
町
制
施

行
60
年
と
な
り
ま
す
。

「
新
冠
の
碑
（
い
し
ぶ
み
）」
⑨

　
　

『
町
制
施
行
記
念
碑
』

　４月のアニマル号の運行日程については、
３月 26 日発行の生涯学習だより「まなボー
ド」か、レ・コード館フェイスブックにて
ご確認ください。

○町制施行記念碑（ちょうせいしこうきねんひ）

　建立年月日　昭和 36年９月１日

　所在地　　　高江（判官館森林公園内）

　建立者　　　新冠町

　題　字　　　新冠町長　飛島賢治

　高　さ　　　約１ｍ

●問い合わせ先　レ・コード館図書プラザ　☎ 0146・45・7777

☆イベントカレンダー
３月24日（水）10：30～ あかちゃん絵本の読み聞かせ

３月27日（土）13：30～ びっくり箱のおはなし会

・主催　読み聞かせの会「びっくり箱」

・場所　レ・コード館図書プラザ　おはなしのへや

☆利用登録・登録情報の変更はお済ですか？

　図書プラザで資料を借りる場合には、利用登録

が必要です。町内在住の方は申込用紙に必要事項

を記載いただくだけで、利用者カードを即時発行

します。（日高管内在住の方は利用登録可能です

が、町外の方は身分証のご提示が必要です）

　また、既に利用登録されている方で、住所や電話

番号が変更になった方は、登録情報を変更しますの

で、図書プラザカウンターでお手続きください。

☆白川太惺さん読書記録 20冊達成！

　白川さんは、２月に読書記録20冊を達成。使

い始めてから600冊の本を読破しました。

　最近は機械系の本に興味があり、ラジコンの本

を気に入って読んでいるとのこと。これからも図

書プラザを活用してたくさんの本と出会い、興味

の幅を広げていってもらいたいです。

　図書プラザでは、町内の子

どもたちが楽しみながら読書

できるよう『読書記録』とい

う手帳を用意しています。読

書記録５冊目達成で『まなボー

ド』、10冊目達成以降は10冊

ごとに『広報にいかっぷ』で

発表しています。 白川　太惺さん

※状況により運行が変更・中止となる場合があります。
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『春の全国交通安全運動』
　運動重点　〇子供と高齢者を始めとする歩行者の安全の確保
　　　　　　〇自転車の安全利用の推進
　　　　　　〇歩行者等の保護を始めとする安全運転意識の向上
　　　　　　〇飲酒運転の根絶　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　〇スピードダウンと全席シートベルト着用　　　 静内警察署

発
行
・
編
集　

新
冠
町
企
画
課
企
画
広
報
統
計
グ
ル
ー
プ
広
報
統
計
係

発　

行　

日　

令
和
３
年
３
月
12
日

住
所　

〒
０
５
９-

２
４
９
２　

北
海
道
新
冠
郡
新
冠
町
字
北
星
町
３
番
地
の
２

電
話　

０
１
４
６
・
４
７
・
２
１
１
１　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
１
４
６
・
４
７
・
２
６
０
０

広
報
に
い
か
っ
ぷ

令
和
３
年
３
月
号
（
通
巻
653
号
）

人の

うごき

人　口	 5,392人	 （前月比	 －	 3 人）

　男	 2,648人	 （前月比	 －	 5 人）

　女	 2,744人	 （前月比	 ＋	 2 人）

世 帯	 2,768世帯	 （前月比	 ＋	11世帯）
（令和３年２月末現在）

火災・救急出動状況　　（ ）かっこ内は前年同期

救急件数

 21件 （ 19件）

 45件 （ 46件）

交 通 事 故 発 生 状 況 　　（ ）かっこ内は前年同期

傷　者

１人（１人）

１人（１人）

死　者

１人（０人）

１人（０人）

火災件数

０件（０件）

０件（０件）

発生件数

２件（１件）

２件（１件）

区　分

２月

３年１～２月

区　分

２月

３年１～２月

１月21日～２月20日までの届出分（敬称略）

●お誕生おめでとうございます

大 江 茉
ま な

那	（隆太	 央香 )	本　町

齊藤　慶
けいいちろう

一郎	（雅明	 紋美 )	西泊津

後 藤 恭
きょうすけ

佑	（紳介	 美沙 )	西泊津

●おくやみ申し上げます

三春　冨夫	 　７７歳	 本　町

櫻田トミ子	 　８８歳	 北星町

佐藤　　豊	 　６６歳	 北星町

中地　春夫	 　８８歳	 東　町

中山　春吉	 　９２歳	 節婦町

小松　秋子	 　９１歳	 泉泉泉

的場　正行	 　８６歳	 美　宇

パパ　　　　ママ

戸  籍  の  窓

　

第
三
十
二
話

　

　
「
新
冠
百
三
十
年
の
あ
ゆ
み
」（
要
約
文
）

　

新
冠
は
、
役
場
が
初
め
て
設
置
さ
れ
た
明
治

十
四
年
（
一
八
八
一
）
を
「
開
町
の
年
」
と
し

て
い
ま
す
。
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
に

開
町
百
三
十
年
を
迎
え
、
多
く
の
記
念
事
業
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
百
三
十
年
の
時
代

の
流
れ
を
紹
介
し
ま
す
。

①
明
治
時
代

　

明
治
時
代
の
新
冠
は
、
す
で
に
「
新
冠
牧
馬
場
」

（
後
の
御
料
牧
場
）
と
い
う
軍
馬
や
農
耕
馬
を
生

産
、
飼
育
す
る
土
地
と
し
て
広
く
活
用
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
牧
場
外
の
海
沿
い
付
近
は
、
本
州

か
ら
移
住
者
が
入
地
し
、
し
だ
い
に
市
街
地
が

形
成
さ
れ
ま
し
た
。
役
場
や
学
校
、
郵
便
局
、

駐
在
所
が
設
置
さ
れ
、
山
間
部
で
は
水
田
な
ど

の
農
業
も
行
わ
れ
、
住
民
が
生
活
で
き
る
基
盤

が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。

②
大
正
時
代

　

大
正
時
代
、
節
婦
を
中
心
に
サ
ケ
、
コ
ン
ブ
、

イ
ワ
シ
な
ど
の
漁
業
が
盛
ん
に
な
り
、
大
き
な

漁
場
が
繁
栄
期
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。
新
冠
全

体
の
人
口
も
増
加
し
、
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）

に
は
、
北
海
道
二
級
町
村
制
が
施
行
さ
れ
、
「
新

冠
村
」
と
な
り
ま
し
た
。

③
昭
和
時
代

　

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
に
は
太
平
洋
戦

争
が
勃
発
し
、
国
家
総
動
員
や
国
民
学
校
令
が

発
令
さ
れ
、
新
冠
か
ら
も
多
く
の
人
々
が
戦
地

に
向
か
い
ま
し
た
。
戦
後
に
な
る
と
御
料
牧
場

が
全
面
的
に
解
放
さ
れ
、
満
州
や
樺
太
な
ど
か

ら
引
揚
者
が
多
く
入
植
し
、
大
規
模
な
開
拓
が

は
じ
ま
り
ま
す
。
昭
和
三
十
年
代
か
ら
は
、
北

海
道
電
力
に
よ
る
新
冠
川
上
流
の
発
電
ダ
ム
が

築
造
さ
れ
ま
す
。
こ
の
頃
か
ら
人
口
が
大
幅
に

増
加
、
そ
の
数
は
一
万
人
を
超
え
、
開
町
八
十

年
を
迎
え
た
昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）
に

町
制
が
施
行
さ
れ
、
村
か
ら
「
新
冠
町
」
に
な

り
ま
し
た
。

④
平
成
時
代

　

平
成
時
代
に
な
る
と
第
三
次
新
冠
町
総
合
計

画
が
ス
タ
ー
ト
し
、
市
街
地
再
開
発
に
よ
っ
て
、

本
町
地
区
を
は
じ
め
と
す
る
街
並
み
は
き
れ
い

に
近
代
化
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
レ･

コ
ー

ド
館
や
新
冠
温
泉
レ
・
コ
ー
ド
の
湯
が
オ
ー
プ

ン
、
「
レ
・
コ
ー
ド
と
音
楽
に
よ
る
町
づ
く
り
」

を
標
榜
す
る
と
と
も
に
、
民
間
企
業
が
旧
校
舎

を
美
術
館
や
老
人
介
護
施
設
へ
と
利
用
す
る
な

ど
、
活
力
あ
る
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
、
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。

※
令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）
は
、
新
冠
町
開
町

百
四
十
年
、
町
制
施
行
六
十
年
の
年
に
あ
た
り

ま
す
。

新
新
冠
に
ま
つ
わ
る
お
話
し
を
集
め
た

冠

百

話

昭和 36 年
町制施行を祝すパレード

町公式ホームページ 町公式フェイスブック


